
当社はフィルター製造の専門メーカーとして
自動車用、建設機械用、工作機械用、
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前
回
５
号
に
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
佐

賀
県
唐
津
市
の
株
式
会
社 

オ
ー
ト
ガ

レ
ー
ジ
Ｎ
１
様
を
再
度
ご
紹
介
し
ま

す
。
当
時
よ
り
五
つ
の
点
を
戦
略
に
加

え
て
、
事
業
拡
大
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
車
買
取
り
強
化

　

社
長
の
口
癖
で
あ
る
「
継
続
は
力
な

り
！
」
が
日
々
の
努
力
に
繋
が
っ
て
実

を
結
び
、 

車
買
取
り
専
門
店
『
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
Ｎ
１
』
を
佐
賀
市
に
開

店
さ
れ
ま
し
た
。

②
保
険
部
門
強
化

　

社
長
の
奥
様
が
保
険
代
理
店
の
資
格

を
お
持
ち
で
、
車
両
保
険
の
獲
得
に
つ

い
て
営
業
さ
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
度 

敷
地
内
に
保
険
事
務
所
を
構

え
て
保
険
部
門
の
営
業
を
強
化
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

③
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
出
演

　

Ｆ
Ｍ
佐
賀
に
社
長
自
ら
出
演
さ
れ

て
、
会
社
を
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ギ

ャ
ク
を
交
え
な
が
ら
の
大
変
面
白
い
内

容
と
な
っ
て
お
り
、
ラ
ジ
オ
お
聴
き
の

方
限
定
特
典
と
し
て
、
『
リ
ス
ナ
ー
期

間
限
定
○
○
プ
レ
ゼ
ン
ト
』
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
そ
の
都
度
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

④
唐
津
青
年
会
議
所
入
会

　

『
唐
津
青
年
会
議
所
』
に
入
会
し
、

メ
ン
バ
ー
と
仲
間
に
な
る
だ
け
で
は
な

く
、
全
国
の
会
議
所
メ
ン
バ
ー
と
勉

強
、
地
域
貢
献
し
な
が
ら
、
地
道
に
人

脈
作
り
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
現
在

は
『
会
員
交
流
委
員
会
』
の
委
員
長
と

『
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
』
の
部
会

長
を
な
さ
れ
、
会
員
同
士
の
交
流
を
深

め
、
ま
た
地
域
活
性
化
の
為
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

⑤
『
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
』
の
活
用

　

前
回
ご
紹
介
し
た
際
に
は
、
『
ｍ
ｉ

ｘ
ｉ
』
に
『
オ
ー
ト
ガ
レ
ー
ジ
Ｎ
１
』

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
成
さ
れ
て
い
る
と

お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
『
Ｆ

ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
』
を
顧
客
囲
い
込
み

戦
略
の
一
環
と
し
て
活
用
し
、
昔
か
ら

の
お
客
様
に
加
え
て
佐
賀
県
内
・
近
隣

県
の
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
を
核
と
し

た
人
脈
や
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
頂
い
た

方
々
に
対
し
て
会
社
の
事
業
内
容
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
『
オ
ー

ト
ガ
レ
ー
ジ
Ｎ
１
フ
ァ
ン
』
と
双
方
向

の
情
報
交
換
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
さ
れ

て
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
、
お
客
様
の
夢
を
叶
え
る
お
手

伝
い
を
さ
れ
て
い
る
中
島
社
長
と
ス
タ

ッ
フ
の
方
々
の
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
浦
郷
豊
太
）

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経
過
し

た
。
も
う
一
年
な
の
か
、
ま
だ
一
年
な

の
か
、
瓦
礫
の
山
が
撤
去
さ
れ
た
広
大

な
更
地
を
映
像
で
目
に
し
た
り
、
未
だ

行
方
不
明
の
方
や
避
難
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
る
人
達
の
数
を
考
え
た
ら
復
興

の
足
取
り
の
遅
さ
が
痛
感
さ
れ
る
。
こ

の
一
年
を
見
て
も
今
回
の
震
災
は
途
方

も
な
い
被
害
を
与
え
た
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
発
生
時
を
ピ
ー
ク
と
し
て
被

害
は
お
さ
ま
り
、
復
旧
・
復
興
は
始
ま

っ
た
が
、
原
発
事
故
に
よ
る
被
害
は
衰

え
ず
む
し
ろ
問
題
が
拡
散
し
て
い
く
歴

史
上
類
を
見
な
い
複
合
災
害
と
な
っ

た
。
ま
ず
何
よ
り
も
今
大
切
な
こ
と
は

日
々
の
繰
り
返
し
の
な
か
で
つ
い
意
識

か
ら
遠
ざ
か
り
が
ち
に
な
る
被
災
地
の

こ
と
、
そ
こ
に
住
む
人
達
の
こ
と
を
忘

れ
な
い
こ
と
、
記
憶
し
続
け
る
こ
と
、

今
回
の
災
害
は
我
々
も
同
時
に
体
験
し

た
災
害
で
あ
っ
た
と
の
思
い
を
持
つ
こ

と
で
あ
ろ
う
▼
こ
れ
ま
で
災
害
或
い
は

原
発
に
関
連
し
た
本
が
多
数
出
版
さ
れ

た
。
折
り
に
触
れ
て
読
ん
だ
な
か
で
一

つ
だ
け
紹
介
し
た
い
。
重
松
清
著
「
希

望
の
地
図
」
（
幻
冬
舎
刊
）
内
容
は
被

災
地
各
地
で
復
興
に
取
組
む
人
々
と
の

出
会
い
が
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
風
に
描
か
れ

て
い
る
。
中
に
津
波
で
設
備
を
す
べ
て

失
い
企
業
存
亡
の
局
面
で
従
業
員
の
雇

用
を
守
る
決
意
を
し
、
奮
闘
す
る
３
人

の
経
営
者
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

今
更
な
が
ら
に
社
長
の
責
任
と
は
「
社

員
の
生
活
を
守
る
」
こ
と
。
そ
の
反
面

で
や
む
を
得
ず
事
業
継
続
を
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
多
数
の
経
営
者
の
無

念
を
思
い
つ
つ
再
確
認
す
る
機
会
と
な

っ
た
。　
　
　
　

 　
　
　

（
斉
藤
修
一
）

株式会社 オートガレージＮ１ ≪佐賀県唐津市≫

がんばる会社訪問元気印
!!

VOLUME

f e a t u r e  a r t i c l e

株式会社 オートガレージＮ１
住　所：佐賀県唐津市和多田大土井2-6
電　話：0955-74-1286
代表取締役：中島章比

株式会社 オートガレージＮ１
住　所：佐賀県唐津市和多田大土井2-6
電　話：0955-74-1286
代表取締役：中島章比
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　「
外
車
パ
ー
ツ
オ
ー
ダ
ー
」

●
外
車
パ
ー
ツ
オ
ー
ダ
ー
に

　
　
　
　
　
関
し
て
の
お
願
い

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
車
に
関
し
て
は
、
車
検

証
に
あ
る
車
体
ナ
ン
バ
ー
と
型
式
が
必

要
に
な
り
ま
す
が
、
車
種
に
よ
っ
て

は
、
車
検
パ
ー
ツ
で
も
ブ
レ
ー
キ
の
メ

ー
カ
ー
等
、
他
に
調
べ
て
い
た
だ
く
場

合
も
ご
ざ
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
、
車

検
証
に
あ
る
車
体
ナ
ン
バ
ー
で
九
割
の

車
種
は
パ
ー
ツ
の
特
定
が
可
能
で
す
。

最
近
の
車
種
は
、
こ
れ
で
い
い
の
で
す

が
古
い
車
種
で
は
車
体
ナ
ン
バ
ー
だ
け

で
は
絞
り
き
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

ア
メ
リ
カ
車
に
関
し
て
は
、
ダ
ッ
シ

ュ
ボ
ー
ド
の
左
端
に
あ
る
シ
リ
ア
ル
、

ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
車
検
証
に
あ
る
車
体
ナ
ン
バ
ー

は
日
本
で
の
登
録
に
か
か
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
下
の
方
に
シ
リ
ア

ル
ナ
ン
バ
ー
十
七
桁
が
書
か
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
車

の
多
く
は
ド
イ
ツ
車
で
す
が
、
フ
ラ
ン

ス
車
の
場
合
、
プ
ジ
ョ
ー
・
ル
ノ
ー
等

は
電
装
メ
ー
カ
ー
も
必
要
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
特
に
ル
ノ
ー
の
場
合
オ

ー
バ
ル
ナ
ン
バ
ー
、
プ
ジ
ョ
ー
の
場
合

Ｆ
Ａ
Ｂ
ナ
ン
バ
ー
、
シ
ト
ロ
エ
ン
の
場

合
オ
ー
ガ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ナ
ン
バ
ー

が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
は
、
外
車
部
品
の
業
務

で
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

　

商
売
を
す
る
中
で
、
商
品
知
識
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
人
間
関
係
の
大
事
さ

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
中
で
も
相
手
の

気
持
ち
に
な
っ
て
、
仕
事
を
進
め
て
行

き
、
明
確
な
回
答
は
も
ち
ろ
ん
、
尚
且

つ
ス
ピ
ー
ド
も
要
求
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
可
能
な
限
り
、
得
意
先
の
要
求
に

こ
た
え
る
商
売
を
心
掛
け
、
一
人
一
人

が
レ
ベ
ル
を
い
つ
で
も
上
げ
ら
れ
る
職

場
を
目
指
す
。

　

報
告
・
連
絡
・
相
談
が
日
頃
か
ら
出

来
て
い
る
会
社
を
目
指
す
。
ま
た
、
問

題
が
発
生
し
た
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
用

意
し
て
お
く
こ
と
は
会
社
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

〝
根
本
原
因
を
突
き
止
め
る
〞

　

問
題
の
状
況
・
原
因
・
処
理
を
誰
が

行
う
か
決
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

（
情
報
提
供
▼
株
式
会
社 

新
生
商
会
）

　

さ
る
二
月
に
オ
ー
ト
ハ
ン
ズ
の
実
務

者
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
研
修
会
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
オ
ー
ト
ハ
ン
ズ
メ
ン
バ

ー
は
、
北
は
東
関
東
か
ら
南
は
沖
縄
ま

で
各
地
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
実
際
現
場
で
働
い
て
い
る
実
務
者

が
一
同
に
集
ま
る
こ
と
は
中
々
難
し
い

の
で　

本
州
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
と
九

州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
勉
強
会

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
九
州・沖
縄
ブ
ロッ
ク

　

ま
ず
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
今
回
の
実
務

者
会
議
の
報
告
を
い
た
し
ま
す
。
今
回

二
日
間
に
分
け
て
行
っ
た
会
に
は
五
社

で
実
務
者
十
六
人
と
メ
ン
バ
ー
五
人
の

総
勢
二
一
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
初
日

は
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
福

岡
に
あ
る
卸
問
屋
さ
ん
、
辰
巳
屋
興
業

株
式
会
社
・
Ｓ
Ｐ
Ｋ
株
式
会
社
・
明
治

産
業
株
式
会
社
三
社
を
訪
問
い
た
し
ま

し
た
。
福
岡
に
は
各
卸
商
さ
ん
の
支
店

が
殆
ど
あ
り
ま
す
が
時
間
の
関
係
上
三

社
に
な
り
ま
し
た
が
、
実
務
者
よ
り
は

全
部
回
り
た
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。
と
申
し
ま
す
の
も
各
卸
商
さ
ん
に

は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
そ
の
勉
強
も

必
要
と
の
考
え
か
ら
で
す
。
二
日
目
は

実
務
者
が
各
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、

各
社
の
事
例
を
基
に
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

討
論
と
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
本
州・四
国
ブ
ロッ
ク

　

京
都
に
お
い
て
本
州
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
の
実
務
者
協
議
会
も
開
催
し
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
六
名
・
実
務
者
六
名
の

十
二
名
で
、
や
は
り
二
日
間
行
い
ま
し

た
。
初
日
の
テ
ー
マ
は
『
セ
ミ
ナ
ー
』

で
各
社
と
も
お
客
様
対
象
、
ま
た
従
業

員
向
け
に
行
っ
て
き
た
勉
強
会
を
あ
ら

た
め
て
検
証
し
、
成
功
事
例
・
失
敗
談

な
ど
交
え
て
情
報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
親
睦
会
を
は
さ
ん
で
二
日
目
は
、

日
常
業
務
で
の
『
困
っ
て
い
る
こ
と

や
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
、
改
善
し
た
い

と
こ
ろ
･
･
･
』
な
ど
意
見
交
換
と
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

（
運
営
委
員
会
）

オ
ー
ト
ハ
ン
ズ

　

実
務
者
協
議
会
便
り

a
u

to
h

a
n

d
s M

e
e

tin
g

 R
e

p
o

rt

　
　

本
州・四
国
ブ
ロッ
ク
／
九
州・沖
縄
ブ
ロッ
ク

2012
SPRINGREPORT

●ルノー　オーバルナンバー

センターピラー部に記載

●プジョー　FAB（ファブ）ナンバー

エンジンルーム部左もしくはフードショック部に
記載（モデルによってはドア周辺にも記載あり）

　例1　6950
　例2　695083　*後ろ2桁は生産番号
　例3　0810381

●シトロエン　オーガナイゼーションナンバー

ハンドル方向フロントピラー下側のラベル

　例　08459CJ 等

■外車型式一覧
メーカー国 メ ー カ ー 例）1桁目は生産国です 備　　考

イギリス

JAGUAR ジャガー SAJ
ROVER MINI ローバーミニ（BMC） SAX
ROVER ローバー SAX / SARR
LAND ROVER ランドローバー SALL
ROLLS ROYCE ロールス・ロイス SRX

フランス
CITROEN シトロエン VF7
PEUGEOT プジョー VF3#
RENAULT ルノー VF1

ドイツ

VW フォルクスワーゲン WVW 型式必要
AUDI アウディ WAU 型式必要
BMW BMW WBA / WBS / WBF 車体番号下7桁重要
NEW MINI(BMW) ニューミニ WMW
MERCEDES BENZ メルセデス・ベンツ WDB / WDC / VSA / WDF / WDD
OPEL オペル W0L0000 / W0L0SBF 型式必要
PORSCHE ポルシェ WPO
FORD フォード WFO（モンデオ）
SMART スマート WME

スウェーデン
SAAB サーブ YS
VOLVO ボルボ YV1LW / YV1LS / YV1VW / YV1SW

イタリア

ALFA ROMEO アルファロメオ ZAR
AUTOBIANCHI アウトビアンキ ZAA
FIAT フィアット ZFA
LANCIA ランチア ZLA
MASERATI マセラティ ZAM
FERRARI フェラーリ ZFF

アメリカ

GM シボレー / キャデラック 1GNEL / 1GNDT / 1G6KY
SATURN サターン 1G8ZG
CHRYSLER クライスラー 1J4FN / 1J4GZ / 1J4FY / 1J4G858 / 1C4GHB
DODGE ダッジ 1B
FORD フォード 1FALP / 1FMDU / 1ZV / 1LN / 5LMFU

▲九州・沖縄ブロック▲本州・四国ブロック

開田工業株式会社

オイル下がりはエンジンの敵です!!

オイル下がりに強い
高性能エレメント

総販売元：㈱山商エンタープライズ
＜お問合せはオートハンズ各社へ＞

Kaida
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こ
れ
ま
で
幼
児
・
小
学
生
の
英
語
育

児
の
延
長
上
に
あ
る
英
検
合
格
に
つ
い

て
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
「
本
当
に
使

え
る
英
語
」
と
「
英
検
合
格
」
す
る
こ

と
、
「
英
語
育
児
」
と
「
受
験
英
語
で

点
が
取
れ
る
こ
と
」
と
は
全
く
別
物
で

す
。

　

英
語
育
児
反
対
論
者
の
意
見
と
し
て

は
、
『
幼
児
・
小
学
生
が
使
用
す
る
の

は
簡
単
な
日
常
会
話
で
あ
り
、
そ
の
生

活
に
お
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
等
で
使
用
す
る

複
雑
な
単
語
や
会
話
は
必
要
な
く
、
仮

に
小
学
生
時
に
英
検
二
級
を
合
格
し
た

と
し
て
も
、
難
関
私
立
中
学
校
に
入
学

し
た
場
合
、
中
学
三
年
生
時
に
は
英
検

準
二
級
〜
二
級
合
格
を
求
め
ら
れ
る
と

聞
い
て
い
る
。
た
か
だ
か
二
年
半
で
追

い
つ
か
れ
る
と
す
れ
ば
、
先
取
り
英
語

教
育
す
る
意
味
は
あ
る
の
か
？
』
と
い

う
考
え
も
あ
る
が
、
幼
児
期
よ
り
た
く

さ
ん
の
英
語
を
聴
い
て
き
た
子
供
と
中

学
か
ら
英
語
を
始
め
た
子
供
で
は
、
前

者
の
方
が
脳
を
あ
ま
り
使
わ
な
く
て
も

英
語
を
英
語
の
ま
ま
理
解
で
き
る
よ
う

で
す
。
先
に
英
語
を
勉
強
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
安
心
・
慢
心
す
る
こ
と
な

く
、
さ
ら
に
先
取
り
勉
強
し
て
英
検
一

級
や
国
連
英
検
一
級
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
九

百
点
以
上
を
目
指
す
こ
と
も
で
き
る

し
、
他
の
教
科
に
時
間
を
割
く
こ
と
も

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
「
本
当
に
使
え

る
英
語
」
を
自
分
の
モ
ノ
に
す
る
に

は
、
高
校
や
大
学
で
留
学
す
る
の
も
よ

い
と
思
う
し
、
本
当
に
実
力
が
あ
れ
ば

官
庁
・
企
業
派
遣
と
い
う
形
で
海
外
大

学
へ
留
学
す
る
こ
と
も
可
能
で
し
ょ

う
。

　

二
〇
一
二
年
の
就
職
戦
線
は
海
外
の

優
秀
な
人
材
と
の
戦
い
の
始
ま
り
の
様

相
を
見
せ
て
い
ま
す
。
既
に
中
国
で
は

小
学
三
年
生
か
ら
、
韓
国
で
は
小
学
一

年
生
か
ら
英
語
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、

日
本
以
上
に
学
歴
社
会
で
あ
る
韓
国
で

は
就
職
活
動
期
に
学
生
の
持
つ
能
力
や

資
格
を
あ
た
か
も
パ
ソ
コ
ン
の
性
能
を

表
す
「
ス
ペ
ッ
ク
」
と
い
う
言
葉
で
、

大
学
名
、
学
部
、
ゼ
ミ
、
卒
論
、
教
授

名
、
高
校
名
、
留
学
歴
、
各
種
資
格
取

得
、
英
語
（
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
）
、
第
二
外

国
語
、
軍
隊
歴
、
受
賞
歴
、
な
ど
で
点

数
化
さ
れ
序
列
が
付
け
ら
れ
る
よ
う
で

す
。

　

語
学
は
仕
事
を
す
る
上
で
の
道
具
で

す
。
そ
の
道
具
を
持
っ
て
い
な
い
、
使

え
な
い
と
い
う
こ
と
で
子
供
達
に
将
来

の
ハ
ン
デ
を
負
わ
せ
た
く
な
い
も
の
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
浦
郷
豊
太
）

　

最
近
、
〈
Ｄ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
〉
と
か
〈
Ｉ
Ｔ
Ｓ
ス
ポ
ッ
ト
〉

と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
Ｄ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
と
は
、
高
速
道
路
に
設
置
さ
れ

た
Ｄ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
ア
ン
テ
ナ
と
Ｄ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
車
載
器
間
で
の
双

方
向
通
信
に
よ
り
、
道
路
上
の
渋
滞
や
事
故
、
合
流
な

ど
刻
々
と
変
わ
る
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
音
声
で
案

内
す
る
と
い
う
、
従
来
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
機
能
に
加
え
て
、
よ

り
安
全
で
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
を
実
現
す
る
新
し
い
情
報

提
供
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
更
に
、
Ｄ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
連
動
対
応
カ

ー
ナ
ビ
と
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
距
離
に
加
え
、

よ
り
広
域
の
道
路
情
報
を
受
信
で
き
、
最
適
な
ル
ー
ト

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ａ
／
Ｐ

Ａ
や
道
の
駅
に
あ
る
Ｉ
Ｔ
Ｓ
ス
ポ
ッ
ト
で
、
周
辺
の
観

光
情
報
や
お
勧
め
情
報
を
受
信
す
る
こ
と
で
、
ド
ラ
イ

ブ
を
よ
り
楽
し
む
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

の
仕
組
み
を
活
用
し
て
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
で
の
注
文
・
決

済
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
行
う
実
験
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
か
ら
は
、
Ｄ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
車
載
器

〈
Ｃ
Ｙ
―
Ｄ
Ｓ
Ｒ
１
１
０
Ｄ
〉
と
、
連
動
す
る
ナ
ビ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
が
５
モ
デ
ル
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
（
詳
細
は
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
の
Ｈ
Ｐ
を
参
照
下
さ
い
）

　
　

http://panasonic.jp/car/its/

　
　
　
　
　

products/D
S
R
C
/D
S
R
110/index.htm

l

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
＝
高
速
料
金
の
決
済
、
ナ
ビ
＝
現
在
地
の
把
握
と

道
案
内
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
て
い
く
事
に
な
り
そ

う
で
す
。
時
代
を
先
取
り
で
き
る
こ
れ
ら
の
総
合
的
な
サ
ー

ビ
ス
が
今
後
ま
す
ま
す
充
実
さ
れ
ま
す
の
で
、
ナ
ビ
や
車
の

買
い
替
え
の
際
に
は
特
に
気
に
な
る
商
品
と
な
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
瀬
幸
一
）

英
語
育
児
の
ス
ス
メ
③
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VOLUME 07Hot selling!! 今売れ商品
hot-selling product

「
使
え
る
英
語
に
つ
い
て
」

DSRC車載器+連動ナビゲーション

BEST SELLER （北　哲也）
おススメの本

『
ク
ル
マ
屋  

経
営
塾
』

　

今
回
の
紹
介
は
「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
」
で
な
く
、
「
ク
ル
マ
屋
さ

ん
」
に
特
化
し
た
書
籍
の
紹
介
で
す
。
経
営
戦
略
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
、
貸
借
対
照
表
、
と
聞
く
だ
け
で
頭
が
痛
く
な
る
経
営
者
も
少
な

く
無
い
で
し
ょ
う
。
何
度
も
挑
戦
し
た
が
ヤ
ッ
パ
リ
意
味
が
分
か
ら

な
い
と
い
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
年
一
度
の
決
算
に
黒
字
か

赤
字
か
で
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
会
計
制
度
は
国
が
決
め
た

ル
ー
ル
な
の
で
、
一
喜
一
憂
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
企
業

経
営
の
中
で
社
業
を
伸
ば
し
続
け
る
の
が
社
長
の
役
目
で
す
。
こ
の

本
は
そ
の
方
法
に
つ
い
て
基
礎
的
な
こ
と
を
学
ぶ
た
め
の
一
冊
で

す
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「
売
れ
な
い
時
代
の
『
経
営
管
理
』
入
門
書
」

と
題
し
て
あ
る
と
お
り
今
す
ぐ
着
手
す
べ
き
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
具
体
例
と
し
て
の
数
字
は
私
達
ク
ル
マ
屋
さ
ん
の
実
例

を
あ
げ
て
い
る
の
で
読
み
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
文
字
通
り
入
門
書

と
し
て
是
非
が
ん
ば
っ
て
読
ん
で
み
て
社
業
の
成
長
発
展
に
役
立
て

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

（日刊自動車新聞社）

パナソニック カーエレクトロニクス株式会社 
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和
歌
山
県
は
紀
伊
半
島
西
側
に
位
置

し
太
平
洋
側
気
候
に
恵
ま
れ
た
温
暖
な

地
域
で
す
。
南
北
に
広
く
北
と
南
で
は

ま
っ
た
く
違
う
土
地
柄
と
な
っ
て
い
ま

す
。
北
は
紀
北
と
呼
ば
れ
和
歌
山
市
を

中
心
に
紀
ノ
川
筋
の
平
野
に
沿
っ
て
商

業
地
あ
る
い
は
大
阪
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
栄
え
、
逆
に
紀
南
地
方
は
、
農

業
・
林
業
が
中
心
産
業
と
な
っ
て
お
り

特
に
有
田
の
み
か
ん
・
南
部
の
梅
は
全

国
的
に
も
有
名
な
ブ
ラ
ン
ド
品
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
空
海
が
開
い
た
仏
教
の
聖
地
高

野
山
か
ら
熊
野
三
山
（
熊
野
本
宮
大

社
・
熊
野
速
玉
大
社
・
熊
野
那
智
大

社
）
へ
と
通
じ
る
参
詣
は
二
〇
〇
四
年

に
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
と

し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
そ
の
終

着
地
近
く
の
白
浜
温
泉
は
か
つ
て
東
の

熱
海
と
並
び
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
最
近
で
は
テ
ー
マ
パ
ー
ク

【
白
浜
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
】

の
パ
ン
ダ
人
気
で
た
く
さ
ん
の
観
光
客

で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
上
野

動
物
園
の
パ
ン
ダ
は
二
頭
で
す
が
、
白

浜
で
は
な
ん
と
八
頭
が
元
気
に
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

　

県
庁
所
在
地
の
和
歌
山
市
は
県
人
口

の
約
半
数
を
有
し
、
大
阪
府
と
も
隣
接

し
、
政
治
経
済
の
中
心
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。
古
く
か
ら
景
勝
の
地
と
知
ら
れ

万
葉
集
に
も
詠
ま
れ
た
名
勝
【
和
歌
の

浦
】
や
、
関
西
一
の
早
咲
き
桜
と
し
て

知
ら
れ
日
本
の
さ
く
ら
名
所
百
選
に
も

選
ば
れ
て
い
る
仏
教
寺
院
【
紀
三
井

寺
】
が
有
名
で
す
が
、
や
は
り
象
徴
は

市
の
中
心
に
そ
び
え
る
【
和
歌
山
城
】

で
す
。
秀
吉
の
弟
秀
長
に
よ
っ
て
築
城

さ
れ
ま
し
た
が
、
関
が
原
以
降
は
家
康

の
子
頼
宣
が
入
城
し
紀
州
五
十
五
万

石
、
水
戸
・
尾
張
と
並
ぶ
徳
川
御
三
家

の
ひ
と
つ
と
し
て
歴
史
を
刻
ん
で
来
ま

し
た
。
昭
和
三
三
年
に
再
建
さ
れ
、
以

前
に
比
べ
る
と
ス
ケ
ー
ル
ダ
ウ
ン
は
否

め
ま
せ
ん
が
天
守
閣
や
大
手
門
、
西
の

丸
庭
園
な
ど
は
八
代
将
軍
吉
宗
の
居
城

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
観
光
客
や
市
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

（
杉
村
隆
行
）

2012
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Ｂ級グルメ
＿ 兵庫県 ＿

『新子（しんこ）』
　私の住む兵庫県明石周辺では毎年、二月
末にいかなご漁が解禁されます。このいか
なごを、砂糖と醤油で佃煮にした【いかな
ごの釘煮】が、わが地方の特産品なのです
が、個人的に、もっと美味しいと思ってい
る、いかなごの食べ方があります。それ
が、今回ご紹介したい【新子（しんこ）】
です。
　これはいかなごを、釜揚げしたもので、
個人的には、甘辛味の釘煮より、ずっと好
きです。見た目は、メダカを釜揚げしたみ
たいで、ちょっと赤とか黒っぽい内臓が透
けて見えるので、苦手な人もいるかもしれ
ません。しかし、あっさりした白身の味
に、いかなごのその内臓の微妙にこくのあ
る味がして、いかにも魚全体を食べている
感じがします。

　私にとって、こどものころから、慣れ親
しんだ味ですがなにぶんこの新子は、塩茹
でしただけなので、日持ちもせず、もっぱ
ら地元の庶民のおかずです。でも、本当に
おいしいので、三月、四月ごろに明石周辺
を訪ねることがあれば是非とも召し上がっ
ていただきたい春の味です。　（野口慎二）

愛犬も欲しがります▶
（あげませんが・・・）

◀新子はお酒に
　　　　合います^^

TRAVEL DIARY
メ
ン
バ
ー
ご
当
地
紹
介
〜
和
歌
山
〜

ブレーキパーツの専門メーカー ＜本　　社＞
〒105-0003 東京都港区西新橋2-13-6
TEL：03-3591-2271㈹
＜結城事業所＞
〒307-0016 茨城県結城市新堤仲通り6-9
TEL：0296-32-5411㈹

URL http://www.miyaco-brake.co.jp
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